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案している。モデルは、すべての避難所に 1 日分の物資の備蓄があれば、2 日目以降の
必要分は、被災しなかった避難所の備蓄物資を、被災した避難所へ融通することでま
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 第 8 章は、結論であり、第 7 章までに述べたことを要約するとともに、救援物資調
達に関するロジスティックスの調査と検討、及び「全国自治体物資マッチング支援」
ネットワークの有用性をより明確にしていくことが今後の課題と述べている。 
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士（工学）の学位論文として価値あるものと認める。また、平成 30 年 2 月 22 日、論文
内容とそれに関連した事項について試問を行った結果、合格と認めた。  
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